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論 文 内 容 の 要 旨
第1章 問題の背景 と目的
テキス トを読んでその意 味内容 を理解する能力は,児 童期後期以後の学習 における重要な能力の一
つである,そ の能力には個 人差があり,教育はその個人差を補償す る責任 を担っている。認知心理学
における文章理解過程 のモデル とワーキングメモ リ容量 とい う概念 を適用 して児童の読解過程 とその
個人差を捉えることで,彼 らが必要 としている支援,特 に読解を得手 としない学習者の不利を補償す
るための支援への示唆 が得 られ るのではないか と考えられ る.本研究の 目的は,児 童の説明文読解過
程 とそこで生 じる個人差を,認知心理学的に検討 し,読解力の個人差の補償可能性を探るものである。
第 工章では,読 解過程モデルの一つである階層構造モデルに基づいて児童の読解過程にお けるこれ
までの知見や ワーキングメモ リと読解の関係 に関す る知見,読 解の補償的指導に関する実践研究を レ
ビュー し、児童の読解過程 には,大 人の読み手を想定した階層構造モデル とは異なる一面がある可能
性 と,階 層構造モデルにお ける要素的スキルである 「マクロ処理」が,児 童期の読み手に補償的に働
く可能性について述べる。
第2章 研究1=児 童の説明文読解に及ぼすマクロ処理の直接的効果
WM容 量の少ない児童にも,マ クロ処理は可能なのか?
研究 ユは,マ クロ処理の要素スキル獲得の有無が,読 解力と関係 しているのか,そ して,そ の関係
は読み手のWM容 量の高低にかかわらず見 られるのかを検討するものであるr
実験 ユでは、全体 トピック明示 ・非明示のテキス ト条件 を設けることで,両 条件下での要素スキル
と読解成績 との関係 を調べた 結果として,マ クロ処理の要素スキル獲得の有無は、テ キス トの トピ
ック把握成績 とも想起量 とも関係 してお り,その関係は,WM容 量の影響を統制 しても見られること
が,明 らか となった.し か し,全体 トピック非明示条件での想起 量には,要 素スキルの効果は見られ
ず.WM容 量の少ない読み手は,ト ピックの生成に リソースをとられた揚合,そ れ以外の情報の処理
が十分行えなくなる とい うリスクもあることが示唆された,
実験2で は、全体 トピックの記述を特に求めず,単 にテキス ト内容の記慮を問 う条件で,実 験 ユと
同様に.要 素スキル と読解成績の直接的関係の有無を調べた 同時に,重 要情報の把握 を奨励する教
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示,詳 細情報の記憶 を奨励す る教示 と教示なしの統制(C)条 件を設けることで,教 示のもとでマ ク
ロ処理スキルを使 うことが,WM容 量の少ない読み手にどの ような負担を強いるのかを調べた。結果
として,実 験1と 同様,実 験2に おいても,要 素スキル と読解成績 との直接的関係が見 られた。 しか
し,ト ピック記述率には学年の影響 も見 られ,ト ピック記述 を特に求めない条件下で自発的に トピッ
クを記述で きるようになるためには,学 習経験 を積む ことも必要であることが示唆 された。教示の影
響 については,T教 示に トピック記述率を高める効果があることが示 された。 しか し,T教 示のもと
では,想 起量に要素スキルの影響は見 られなくなった。 この ことか ら,ト ピックの把握をことさらに
強調す ることは,WM容 量の少ない読み手の トピック以外の情報の処理を不十分にする リスクもある
こ とが考 えられる。
研究1の 結果 は,全 体 として,マ クロ処理 の要素スキルはWM容 量の少ない児童にも獲得が可能で
あ り,獲得 された要素スキルは,読 解力 と直接的に関係 していることを示すものであった。つまり,
WM容 量の少ない児童でも,マ クロ処理スキルを獲得 し,読解で使用することで,読 解力を向上 させ
られ る可能性 があるとい うことになる。
第3章 研究2:児 童のマ クロ処理過程
なぜ,WM容 量の少ない児童にも,マ クロ処理が可能なのか?
研 究1で,マ クロ処理の要素スキルが,WM容 量の影響を超 えて読解力 と直接的関係 していること
が示唆 され たことを受けて,研 究2で は,長 文の中で行われている児童のマ クロ処理の過程がどのよ
うな ものであるかを調べ,そ の結果から,長文 のマクロ処理が,な ぜWM容 量の少ない児童にも可能
なのかを考察 した。
実験3で は,児 童がどのよ うに段落要点を捉 えているのかを,探 索的に調べた。結果 として,先 行
研究の報告 どお り,児童は段落 トピックと下位情報の階層関係を捉えていない ことが示 された。 しか
し,全 体 トピックを把握 している児童は,そ うでない児童よ りも,階層構造に組み入れ られ る情報
すなわち,ト ピックの下位情報 となるような具体情報(以 下,SAPと記す)を,よ り多 く段落要点 と
して捉 える傾向が あることが明 らか となった。
実験4で は,段 落要点把握が,全 体 トピック把握の結果であるのか,そ れ とも過程であるのかを検
討 し,児童特有の段落要点のSAP把握が,全 体 トピック把握の結果であるだけでなく,そ れに至 る過
程で もある可能性が示 された。
実験5で は,児童が段落要点をどのように捉えようとしているのかを,大学生 との比較で検討 した。
結果 として,児 童は,大 人 と異なって段落要点を具体的に記述することを良い と思っていることが示
された。
研 究2の 結果を総合すると,テ キス トが多層の階層構造であっても,児 童の理解表象は,最 上位情
報 と下位情報の2層 か らなる単純な構造 となると推測 され る。っま り,児童は,各 段落 と全体 トピッ
クとの関係 を,単 段落のテキス ト構造 と同 じよ うに,き わめて単純な形で捉 えている可能性があると
い うことになる。WM容 量の少ない児童 にも長文のマクロ処理が可能であるのは,こ のよ うに児童の
理解表象が単純化 され ることと関係があると考 えられる。
第4章 研 究31読 解に及ぼすテキス ト・タスク ・教示の影響
一一 どのよ うな学習条件が,WM容 量の少ない児童のマクロ処理を助けるのか?
研 究2ま での結果から,WM容 量の少ない児童は,マ クロ処理の要素スキルを獲得 し,それを読解
に使用することで,彼 らの読解の不利が補償 される可能1生が示唆 された。研究3は,こ の結果を受け
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て,マ クロ処理の要素スキルを獲得 した児童が,そ れをテキス トに用いる練習をする とき,ど のよう
な学習条件や学習活動が,特 にWM容 量の少ない児童の読解を助けるのかについて検討 した。
実験6で は,テ キス トに段落要点が明示 されでいることが,児 童 の トピック外情報の逸脱性判断や
全体 トピック把握成績に どのよ うに影響 しているかを調べた。結果 として,段 落 トピック文は,児童
が各段落の トピック外情報 を見分けることを助けてお り,WM容 量の少ない児童は,特 にその恩恵を
受 ける可能性が示 されたが,そ のことで,全 体 トピックの把握が容易にな るわけではなかった。
実験7で は,段 落要点把握 タスクと重要情報把握を奨励す る教示(T教 示)が,児 童の読解に及ぼ
す影響 を調べた。結果 として,段 落要点把握 タスクとWM容 量 との交互作用が検出され,こ のタスク
が特 にWM容 量の少ない児童の全体 トピック把握を促進する可能性が示された。また,こ のタスクと
T教示を組み合わせ るこ とは,要 素スキルを獲得 していない児童には,全 体 トピックを把握す る上で
マイナスに働 くリスクも示 された。
研究3全 体 をま とめ ると,(1)段落要点把握 タスクは,特 にWM容 量の少 ない児童 の全体 トピック
把握 を助ける,(2)何が話題 にされているか,と い うことを明確 にされることは,特 にWM容 量の少な
い児童が トピック と無関連の情報を見分けることを助けるが,こ の効果は,全 体 トピック把握の向上
には結びっかない,(3)T教示は,児 童の注意をテキス トに記 された全体 トピック文へ と向けることに
なるが,こ の教示 に.全 体 トピック把握成績を高める効果は認められない,と い うことになる。つま
り,読み手が自らテキス トをまとめ上げることには,WM容 量の少ない読み手の読解を助ける可能性
があるが,テ キス トに記 された全体 トピックへの気づきを単に促すことに,そ れ と同じ効果は期待で
きない とい うことになる。
第5章 研究4=マ クロ処理スキルの応用可能性
マ クロ処理スキルは,幅 広いテキス トの読解にも役立っのか?一
研究3ま での結果から,WM容 量の少ない児童の読解の不利は,彼 らがマクロ処理の要素スキルを
獲得 し,それ を読解 に適用することにより補償 され るとい う可能性が示唆 された。 しか し,研究3ま
での実験は,す べて,多 層ではあるが単純な階層構造か らなるテキス トを用いて行われた ものであっ
た。そこで,研 究4で は,マ クロ処理スキル獲得の読解への効果 と,段落要点把握 タスクの補償的効
果が,単 純な階層構造以外のテキス トにも期待できるのかど うかを調べた。
実験8で は,単 純な階層構造である要素スキル課題成績 と,それ以外の3種 の構造の単段落課題の
主意把握成績 との相関を調べた。結果 として,要 素スキル課題成績 とそれ以外の構造の課題成績 との
間には,有 意な正の相関があり,要素スキルは,他 の構造 を持つテキス トにも使 える可能性が示され
た。
実験9で は,要 素スキルの読解への効果と,段落要点把握 タスクの補償的効果が,ど ちらも単純な
階層関係以外 の構造 を持っ長文についても見られるのか どうかを検討 した。用いたテキス トは,段落
間の関係が,階 層関係 でなく因果関係で連結された課題文であり,用 いたタスクは,(a)段落問の関
係把握タスク(段落順序 をスクランブルしたテキス トを並べ替 え,欠落した初段落を作成す るタスク),
(b)段落要点を考えるタスク,(c)段落問の関係把握 と段落要点把握 をともに行 うタスク,の3種 であ
る。結果 として,マ クロ処理の要素スキルは,ど のタス ク条件下において も,テ キス トの結論把握成
績 との関係が見られた。そ して,段 落要点把握 タスクの条件 下では,テ キス トの結論記述にWM容 量
の影響は見 られな くな り,段落間の関係把握タスク条件下では,要 素スキルの影響はWM容 量の影響
を超 えるものではなかった。つま り,段落要点把握 タスクは,階 層構造以外のテキス トの読解におい
て も児童のマ クロ処理スキルの使用を促 し,そ のことでWM容 量の少ない児童の読解 に補償的効果を
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もた らす可能性 のあるタスクとい うことになる。
研究 弓全体 として示 されたのは,マ クロ処理 の要素スキルは,多 様なテキス トに適用できる可能性が
あ り,そ のよ うに多様なテキス トにおいても補償的効果の期待できるタスクは,児 童のマクロ処理を
促す段落要点把握 タスクであるとい うことである。
第6章 全体的考察
本研究全体の結果 として,階 層構造モデルにおける情報処理の根幹をなすマ クロ処理 とい う処理は,
児童期の読解 において児童特有の処理過程で行われてお り,そのスキルを獲得 して使用することはワ
ーキングメモ リ容量の限界 による読解の不利 を補償 しうるものであることが示 された。本章では,児
童のマクロ処理を改めて概観 し,そのように補償的に働 き うる児童特有のマクロ処理過程がどの よう
なものであるか述べ,マ クロ処理がなぜ ワー キングメモ リ容量の限界 による読解の不利 を補償 しうる
ものであるのかを考察 した。本研究で示 されたマ クロ処理の補償可能性は,補 償的指導プログラムの
多 くがマクロ処理スキルを取 り入れていることの妥当性 を支持す るものである。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
人の読解過程を認知心理学的に説明する階層構造モデル によれば、読み手の理解表象は、マクロ処理と呼
ばれるテキス ト情報の統合処理によって構築される。また、読解力の個人差 は、ワ;キ ングメモ リ(WM)
容量という心内の情報処理と保持能力の個人差に依 るところが大きく、WM容量の限界による読解の不利は、
情報の統合によ り軽減される可能性が報告されている。本論文は、マクロ処理スキルが獲得され始める児童
期後期の説明文読解におけるマクロ処理過程 とはどのようなものか、マクロ処理にはWM容 量の少ない児童
の読解の不利を補償す る可能性があるか どうかを、実験心理学的に検討 した もので、全編6章 か らなる。
第1章 は序論であり、本研究に関わる先行研究をレビューするとともに、本研究の意義 と目的を述べてい
る。
第2章 では、マクロ処理の要素となるスキル獲得の有無と読解 力との関係 を調べ、その関係は、WM容 量
の高低にかかわ らず見 られるものであることを検証 している。すなわち、マクロ処理は、WM容 量の少ない
児童にも可能であって、それは彼らの読解の不利 を補償 しうるものであることを明 らかにしている。 これは
教育的に貴重な示唆を与えるものである。
第3章 では、児童のマクロ処理過程が どのようなものであるかを検討している。そ して、児童の理解表象
は、原文よ り単純化された階層構造をなす ものであ 叺WM容 量の少ない児童にもマクロ処理が行えるのは、
そ の単純な階層構造構築のゆえである可能性を報告 している。 これは、これまでほとんど触れ られることの
なかった児童の理解表象について明示的に論 じたものであ り、高く評価できる。
第4章 では、前章までの結果から、マクロ処理がWM容 量の少ない児童の読解 を補償する可能性が示され
たことを受けて、どのような学習条件が児童のマクロ処理を促 し、特にWM容 量の少ない読み手の読解に有
利 に働 くのかを検討 している。そして、段落要点を把握 させるタスクは、WM容 量の少ない読み手の読解を
特 に支援するものであ り、一方、単に トピック情報を明示 したテキス トを構成することや、 トピック情報に
注意を向けさせるよ うな教示 を行うことだけでは、読解の補償的支援の効果は見 られないことを報告 してい
る。 これは、教育心理学的に極めて具体的かつ有用性の高い知見であり、教育への貢献が期待できる。
第5章 では、 これまでに明らかとなったマクロ処理のスキル獲得や段落要点把握タスク実行の効果が、階
層構造以外の構造を含むテキス トの読解において も期待できるものである ことを立証している。
第6章 は結論である。
以上要するに、本論文は、児童期のマクロ処理が、特有の処理過程からなるものであ り、それはWM容 量
の限界による読解の不利を補償する可能性を持つ ものであることを報告 した ものであ り、応用情報科学なら
びに教育心理学の発展に寄与するところが少なくない。
よって本論文は博士(情 報科学)の 学位論文として合格 と認める。
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